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購読料値上げおよび投稿規定の一部改定について

｢防虫科学｣は発刊以来わが国の害虫防除に関する学術雑誌として内外に広く認められ,噸

afJに刊行を続けて参りました.学術雑誌の使命に鑑み, これまで年間購読料を個人会員1,500

円,団体会員3,000円として運営いたしてきましたが,最近の印刷費その他諸物価の高騰によ

り従米の余光ではとうてい刊行できなくなりました.つきましては昭和49年度より下記の通り

伯上げいたしたく存じますので,何とぞ御賢察の上引続き購読下さるようお願いいたします.

なお,従来掲載論文につきましては,別刷50部を贈呈いたしておりましたが同様の班山によ

り昭和49年度より贈呈分をとりやめることになりました.別刷作成は100部以上とし当分100邦

までは一員あたり15円,100部をこえる場合は-頁あたり10円の計罪によって実生rlを.ll受ける

ことになります.また図版製作資につきましても失班を御請求申上げることになりました.し

たがって従米の投稿規定第8項は昭和49年度より適用されなくなりますが,何卒御了承いただ

きたく存じます.
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